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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】胃食道逆流症（gastro－esophageal reflux disease，GERD）は、胸やけや酸逆流感を特異的症状とす
る疾患であり、様々な要因、特に生活習慣因子との関連が指摘されているが、一定の見解が得られていない。日
本人男性におけるGERDと生活習慣因子との関連について横断研究を行った。 
【対象と方法】2001年7月から12月の期間に、健診を受診した男性労働者4886人を対象とし、GERD症状の有
無、身長、体重、飲酒、喫煙などに関する自己記入式アンケートを依頼した。胸やけまたは酸逆流感を週2回以
上認めるものをGERDと定義した。ロジスティック回帰分析を用いてodds ratio（OR）、95％confidence intervals
（CI）を算出した。 
【結果】4188人（85.7％）より回答が得られた。酸分泌抑制剤服用者および胃切除術の既往者を除く4095人中、
GERDは276人（6.7％）に認められた。多変量解析の結果、喫煙は独立したGERDの関連因子であり、非喫煙者に
対するORは1.35（CI 1.01－1.82）であった。また、中等量飲酒（アルコール換算1日16－37ml）や多量飲酒
（38ml以上）も関連因子であり、少量飲酒（15ml以下）に対するORは、それぞれ1.47（CI 1.01－2.15）、1.60
（CI 1.09－2.34）であった。年齢やbody mass indexとGERDとの関連は認めなかった。飲酒量を含めた因子調
整後の傾向検定において、喫煙箱年数の増加は有意にGERDとの関連が認められ、箱年数20.1以上の場合の非喫
煙に対するORは、1.45（CI 1.04－2.04）であった。 
【結語】日本人男性において、喫煙やアルコール消費（1日換算16ml以上）はGERDのオッズ比を増加させるこ
とが明らかとなった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
  胃食道逆流症（gastro－esophageal reflux disease，GERD）胸やけや酸逆流感を特異的症状とする疾患であ
り、QOLを著しく低下させるとともに食道腺癌の危険因子になっている。様々な要因、特に生活習慣因子との関
連が指摘されているが、一定の見解が得られていない。この研究は、日本人男性を対象に、GERDと生活習慣因子
との関連を調べた横断研究である。 
 2001年7月から12月の期間に、健診を受けた男性労働者4886人を対象とし、GERD症状の有無、身長、体重、
飲酒、喫煙などに関する自己記入式アンケートを依頼した。胸やけまたは酸逆流感を週2回以上認めるものをGERD
と定義した。ロジスティック回帰分析を用いてオッズ比（OR）及び95％信頼区間（CI）を算出した。 
その結果、4188人（85.7％）より回答が得られた。酸分泌抑制剤服用者および胃切除術の既往者を除く 4095
人中、GERDは276人（6.7％）に認められた。多変量解析の結果、喫煙は独立したGERDの関連因子であり、非喫
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煙者に対するORは1.35（CI l.01－1.82）と有意の正の関連を示した。また、飲酒とGERDとはJカーブ相関を
示し、中等量飲酒（アルコール換算1日16－37ml）、多量飲酒（38ml以上）の少量飲酒（15ml以下）に対する
ORは、それぞれ1.47（CI l.01－2.15）、1.60（CI l.09－2.34）で有意の正の関連を示した。年齢やbody mass 
indexとGERDとの関連は認めなかった。飲酒量を含めた因子調整後の傾向検定において、喫煙箱年数の増加は有
意にGERDとの関連が認められ、箱年数20.1以上の場合の非喫煙に対するORは、1.45（CI l.04－2.04）であっ
た。以上より、日本人男性において、喫煙およびアルコール消費（1日換算16ml以上）はGERDのリスクを増加
させることが明らかとなった。 
この成績は、GERD発生における喫煙と飲酒の関与を示唆したものであり、その予防において有力な手がか
りを示すとともに、GERD発生に影響する因子の解析に重要な示唆を与えることから、著者は博士（医学）の
称号を授与されるに値するものと判定した。 
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